
 

も
う
す
ぐ 

【花
山
合
宿
】  

 

天
候
が
心
配 

今
年
も
国
立
花
山
少
年
自
然
の
家
で
の
夏
季

合
宿
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
は
天
候
に
恵

ま
れ
毎
日
楽
し
く
沢
遊
び
が
で
き
ま
し
た
。
梅
雨

は
明
け
た
も
の
の
今
後
の
天
候
が
気
に
か
か
り
ま

す
。 花

山
少
年
自
然
の
家
を
利
用
す
る
ほ
と
ん
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
団
体
は
、
体
育
館
を
利
用
し
て
の
稽
古

中
心
の
合
宿
で
す
。
私
達
の
花
山
合
宿
は
、
普
段

の
稽
古
で
は
味
わ
え
な
い
こ
と
を
中
心
に
考
え
て

い
ま
す
。
や
は
り
あ
の

素
晴
ら
し
い
自
然
を

満
喫
す
る
の
が
一
番

と
考
え
て
お
り
沢
遊

び
・
ハ
イ
キ
ン
グ
・
自
然

観
察
そ
し
て
五
日
間

の
団
体
生
活
で
す
。

参
加
拳
士
は
、
少
年

時
代
の
思
い
出
の
一
ペ

ー
ジ
に
な
る
も
の
と

確
信
し
ま
す
。 

 

今
年
は
こ
ん
な
こ
と
を
し
た
い
な 

 

沢
遊
び
や
自
然
観
察
が
中
心
で
す
が
、
や
は
り

工
作
も
花
山
合
宿
で
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
や

は
り
自
分
で
工
夫
し
自
分
の
手
で
つ
く
る
喜
び
を

味
あ
わ
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
は
、

｢

タ
イ
ル
へ
の
絵
付
け｣

や｢

焼
き
板｣

と｢

竹
細
工｣

で
し
た
。 

今
年
は
、｢

花
炭｣

を
焼

い
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

｢

花
炭｣

は
、
花
山
で
焼
く

炭
だ
か
ら
花
炭
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
木
の
実
や

葉
・
果
物
や
野
菜
等
で

炭
を
焼
く
も
の
で
、
う
ま

く
焼
け
る
と
元
の
形
が
そ
の
ま
ま
の
炭
が
出
来
ま

す
。
炭
焼
き
が
体
験
で
き
て
、
で
き
た
炭
が
置
物

に
な
っ
た
ら
素
晴
ら
し
い
よ
ね
。 

ま
た
、
数
年
前
に
も
手
が
け
た
沢
遊
び
で
拾
っ

た｢

小
石
へ
の
絵
付
け｣

や｢

ビ
ー
ズ
細
工｣

も
や
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
簡
単
な
も
の
は
携
帯
電
話
の
ス

ト
ラ
ッ
プ
や
指
輪
等
は
ど
う

か
な
？ 

お
母
さ
ん
へ
良
い
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
な
る
よ
。 

参
加
者
は
、
楽
し
い
ゲ
ー
ム

な
ど
も
考
え
て
き
て
ね
。
今

年
も
楽
し
い
思
い
出
を
い
っ
ぱ

い
つ
く
ろ
う
ね
。 

 

道
院
長
よ
り 

 

 

何
か
話
す
と ｢
ウ
ソ
ー｣ 

・｢

ほ
ん
と
ー
？｣ 

 

こ
こ
数
年
、
会
話
中
に
必
ず
出
る
言
葉
が｢

う

そ
ー｣

・｢

ほ
ん
と
ー
？｣
で
あ
る
。
単
純
に
疑
問
を

も
っ
て
い
る
の
か
、
た
だ
単
に
会
話
で
の
う
な
ず
き

に
ち
か
い
も
の
な
の
か
頻
繁
に
聞
こ
え
る
言
葉
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
子
供
達
の
会
話
で
も
、
ま
た
、

大
人
達
と
の
会
話
の
中
で
も
道
場
で
の
法
話
中
に

も
必
ず
出
る
言
葉
で
あ
る
。
何
気
な
く
言
っ
て
い

る
と
思
う
が
、
真
面
目
に
話
を
し
て
い
る
側
は

少
々
気
分
を
そ
こ
ね
ま
す
。 

最
近
、
言
葉
の
乱
れ
が
酷

い
と
感
じ
る
の
は
私
だ
け
で

し
ょ
う
か
。
テ
レ
ビ
や
漫
画

本
等
の
影
響
が
大
き
い
と
思

い
ま
す
。
道
場
で
の
会
話
や

法
話
で
の
指
導
は
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
家
庭
で
の
き
め

細
か
な
指
導
も
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。 

少
子
化
を
迎
え
大
切
な
子
供
達
で
す
。
子
供

を
育
て
る
の
は
、
親
だ
け
で
は
か
な
り
大
変
で
す
。

両
親
・
家
庭
は
も
ち
ろ
ん
学
校
や
地
域
の
人
達
み

ん
な
で
育
て
て
い
く
と
い
う
姿
勢
、
見
守
る
姿
勢

が
す
ご
く
大
切
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
少

林
寺
拳
法
の
自
他
共
楽
の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

 

 

幹
部
紹
介
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
目
黒 

芳
一 

塩
竈
道
院 

助
教 

大
拳
士
五
段
・
１
９
７
５
年
３
月
入

門
・
住
所
は
岩
沼
市
・
七
ヶ
浜
支
部

設
立
時
よ
り
協
力
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
・
七
ヶ
浜
の
稽
古
が
中
心
で

す
。
・
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
仙
台
工
場
に
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昨年の沢あそにて 



勤
務
、
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
を
宜
し
く
。 

 

 

拳
士
紹
介
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
阿
部 

耕
己
（
コ
ウ
キ
） 

拳
士 

今
月
、
塩
竈
道
院
に
入
門
・
住

所
は
利
府
町
し
ら
か
し
台
・
阿

部
秀
子
さ
ん
の
旦
那
様
で
す
。

以
前
、
少
々
空
手
を
や
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。 

◎
熊
谷 

孝 

拳
士 

今
月
に
塩
竈
道
院
に
入
門
・
塩

竈
市
庚
塚
・
道
場
に
来
て
即
入

門
、
そ
の
日
か
ら
稽
古
と
覚
え

も
超
ス
ピ
ー
ド
な
拳
士
で
す
。 

◎
阿
部 

優
希
（
ユ
ウ
キ
） 

拳
士 

先
月
塩
竈
道
院
に
入
門
、
発
表

会
の
後
か
ら
稽
古
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
住
所
は
塩
竈
市
松
陽

台
・杉
の
入
小
学
校
１
年
生
で
す
。

阿
部
光
博
拳
士
の
息
子
さ
ん
で

す
。 

◎
北
條 

真
菜
（
マ
ナ
） 

拳
士 

今
月
に
塩
竈
道
院
に
入
門
・
住

所
は
松
島
町
高
城
・
松
島
第
二

小
学
校
５
年
生
。 

◎
北
條 

寛
久
（ノ
リ
ヒ
サ
） 

拳
士 

今
月
塩
竈
道
院
に
入
門
・
住
所

は
松
島
町
高
城
・
保
育
所
年
長
・

真
菜
チ
ャ
ン
の
弟
で
す
。 

  

専
有
道
場
利
用
団
体 

 

今
年
の
三
月
よ
り
抜
刀
居
合
研
究
会
が
道
場

を
利
用
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
一
度
、
稽
古
を

見
学
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。 

◇ 

稽
古
日 

日
曜
日 

午
前 

 
 

 
 

 

１０
時
か
ら
１２
時 

◇ 

会

場 

塩
竈
道
院
専
有

道
場 

◇ 

代
表
者 

高
橋 

栄 

 

塩
竈
市
み
の
が
丘 

◇ 

連
絡
先 

電
話 

３
６
７
の

３
８
３
３ 

 
 

 
 

 

 

  

『護
身
術
教
室
』開
催
に
つ
い
て 

 

今
年
で
護
身
術
教
室
も
１０
回
目
を
迎
え
ま
す
。

一
回
目
の
開
催
か
ら
１０
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

依
然
と
し
て
護
身
術
の
必
要
性
は
薄
れ
て
い
ま
せ

ん
。
最
近
の
傷
害
事
件
な
ど
を
見
て
も
必
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

護
身
術
に
年
齢
や
性
別
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
も
の
場
合
に
備
え
て
護
身
術
教
室
を
受
講

し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

今
回
は
、
塩
竈
道

院
で
の
他
に
七
ヶ
浜
で

も
開
催
し
ま
す
の
で
ア

ピ
ー
ル
を
お
願
い
致
し

ま
す
。
日
程
等
は
、
以

下
の
通
り
で
す
。 

尚
、
受
講
料
は
い
ず

れ
も
無
料
で
す
。 

 【七
ヶ
浜
町
武
道
館 

会
場
】  

開
催
日
時 

９
月
８
日
（月
）と
１０
日
（水
） 

午
後
７
時
～
８
時
ま
で
（
２
回
開
催
） 

 

【塩
竈
道
院 

会
場
】 

開
催
日
時 

９
月
２０
日
よ
り
１０
月
４
日
ま
で 

毎
週
土
曜
日
（３
回
開
催
） 

午
後
１
時
半
～
３
時
ま
で 

※
詳
細
は
、
後
日
配
布
の
手
紙
を
ご
覧
下
さ
い
。 

＜今後の主な予定＞ 

・ 夏季花山合宿    ８月１３日（水）～１７日（日） 国立花山少年自然の家 

・ 稽古夏休み     ８月１１日（月）～１９日（火） 

・ 特別稽古＆懇親会 ８月２４日（日） 塩竈道院専有道場、入門式も行ないます。 

・  

・   

『抜刀居合の理念』 私達の目的とするところは、抜刀居合を通じて武士の精

神にふれ、非日常的な緊張感と霊気を体感することにより、人間にとって一番

大切な生死の問題に肉迫し、限りある人生の意義を真剣に、見出して、常に

感謝の心をもって活き活きと生きることを第一の目的とするものである。 

 


